
 

　
心
の
貯
金
箱

　

私
達
が
毎
日
生
き
て
行
く
な
か
で
、良
い
思
い
出
や
嫌
な
思
い
出
、

色
々
な
思
い
が
心
の
底
に
積
も
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
あ
な
た
に

は
人
の
為
に
し
て
あ
げ
た
事
で
、
喜
ば
れ
た
と
い
う
思
い
出
が
あ
り

ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

幾
つ
か
あ
る
と
答
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
あ
な
た
の
人
生
は
そ
の
ま

ま
で
仏
道
修
行
中
で
す
。
反
対
に
人
に
怨
ま
れ
た
思
い
出
ば
か
り
な

ん
て
い
う
様
で
し
た
ら
、
今
日
か
ら
生
き
直
し
で
す
、
再
出
発
が
必

要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
の
持
っ
て
い
る
も
の
の
中
の
お
金
や
物

だ
け
で
な
く
、
気
配
り
や
、
労
力
の
奉
仕
、
微
笑
で
も
優
し
い
言
葉

で
も
縁
の
あ
る
人
々
に
喜
ん
で
差
し
出
し

て
下
さ
い
。

　

そ
の
仏
心
の
実
践
の
思
い
出
を
、
心
の

貯
金
箱
に
積
み
立
て
て
下
さ
い
。
あ
な
た

の
人
生
に
か
け
が
え
の
な
い
宝
が
残
り
ま

す
。
己
れ
の
み
が
良
い
思
い
を
す
る
た
め

に
、
他
人
に
苦
い
思
い
出
を
せ
っ
せ
と
積

み
立
て
さ
せ
る
の
は
、鬼
の
貯
金
箱
で
す
。

最
近
は
鬼
の
貯
金
箱
を
大
切
に
し
て
い
て

恥
な
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
う
な
ら

な
い
た
め
に
も
、
沢
山
心
の
貯
金
箱
を
積

み
立
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

　
お
寺
に
い
き
ま
し
ょ
う

　

心
に
な
や
み
を
も
っ
た
ら
お
遍
路
に
出
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
に
は
あ

な
た
の
知
ら
な
い
自
分
と
の
出
合
い
が
あ
っ
て
、
心
の
わ
だ
か
ま
り

を
解
く
カ
ギ
を
与
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

自
分
の
家
に
い
く
ら
錠
を
か
け
鍵
を
掛
け
て
も
守
れ
な
い
、
釘
付

け
に
し
て
み
て
も
、
は
て
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
て
も
あ
な
た
の

心
の
家
は
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
度
グ
ラ
リ
と
地
震
が
き
ま

し
た
な
ら
ば
、
自
分
か
ら
大
事
な
も
の
も
持
た
ず
に
飛
び
出
し
て
し

ま
う
の
で
す
。

　

心
を
開
き
人
に
会
っ
て
は
じ
め
て
、
心
の
執
着
を
解
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

霊
場
の
札
所
に
立
っ
て
、
静
か
に
、
一
心
に
、
意
味
は
わ
か
ら
な

く
と
も
、
般
若
心
経
を
お
唱
え
し
な
が
ら
心
素
直
に
合
掌
す
る
時
、

だ
ん
だ
ん
と
清
め
ら
れ
て
行
く
私
に
気
付
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

心
の
修
行
の
旅
と
は
他
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
、
手
を
合
わ
せ
心
か

ら
仏
様
を
礼
拝
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
心
の
目
を
開
い
て
今

日
の
生
命
の
尊
さ
に
立
ち
返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

何
年
も
何
事
に
も
耐
え
て
苦
々
役
々
と
し
て
今
日
ま
で
働
い
た
あ

な
た
に
、
一
度
お
休
み
を
与
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
は
必
ず
や
尊
い

人
生
の
一
歩
と
な
り
、
心
の
悩
み
を
静
か
に
溶
か
し
て
く
れ
る
一
日

と
成
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

正
観
寺
で
も
、
今
年
度
は
石
鎚
山
参
拝
（
毎
年
恒
年
七
月
）・
京

都
巡
拝
（
九
月
末
）
の
予
定
で
す
。
是
非
、心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・

垢
落
し
を
し
ま
せ
ん
か
？
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そ
れ
一
千
二
百
の
草そ
う
や
く薬
、
七
十
二
種
の
金き
ん
た
ん丹
はナ

、
身
病
を
悲
あ
わ
れ

ん
で
方ほ
う

を
作
り
、
一い
ち
じ
ゅ
う
に
ぶ

十
二
部
の
妙み
ょ
う
ほ
う法、
八
万
四
千
の
経
き
ょ
う
ぎ
ょ
う
教
は
、

心し
ん
し
つ疾
をト

哀あ
わ
れん
で
訓お
し
えを
垂た

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　 『
三さ
ん
ま
や
か
い
じ
ょ

昧
耶
戒
序
』

　

非
常
に
大
量
な
仏
様
の
教
え
は
、
人
間
が
心
の
病
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
と
苦
し
ん
で

い
る
の
を
み
て
、
そ
の
人
た
ち
を
救
っ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
、
あ
わ
れ
み
の
心
か
ら
生

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑴  平成30年　　　　　　　　　　　　　　　観　　　　　　音　　　　　　　　　　　　　　　　　　第52号

高野山参拝〈於　九度山　慈尊院〉（Ｈ29・10・１～２）



　
　
真
言
宗
の
勤
行

　

①
合
掌
礼
拝　
　

②
懺
悔
文　
　

③
三
帰　
　

④
三
竟　
　

⑤
十
善
戒

　

⑥
発
菩
提
心
（
ほ
つ
ぼ
た
い
し
ん
）　　

⑦
三
摩
耶
戒
（
さ
ん
ま
や
か
い
）

　

⑧
開
経
偈　
　

⑨
般
若
心
経　
　

⑩
本
尊
真
言　
　

⑪
十
三
仏
真
言

　

⑫
光
明
真
言　
　

⑬
御
宝
号　
　

⑭
祈
願
文　
　

⑮
回
向

　

真
言
宗
の
信
仰
生
活
は
、
供
養
と
礼
拝
と
言
え
ま
す
。
仏
壇
は
ご
本
尊
と
ご
先

祖
を
祀
る
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
教
育
の
要
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
仏
壇
の
荘
厳

に
常
に
気
を
配
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

勤
行
は
、合
掌
と
礼
拝
。
特
に
真
言
宗
は
祈
り
の
宗
教
で
す
か
ら
、三
蜜
行（
身
・

口
・
意
）
が
そ
の
ま
ま
生
か
さ
れ
る
礼
拝
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
数
珠
を
扱

う
時
に
は
細
か
い
作
法
が
あ
り
ま
す
が
、
持
つ
時
は
両
房
を
内
側
に
、
そ
の
時
、

記
子
（
房
の
部
分
の
珠
）
の
珠
が
一
つ
多
い
ほ
う
を
上
に
す
る
。
た
た
み
置
く
時

も
両
房
を
内
側
に
す
る
。

　

焼
香
は
、
香
炉
に
抹
香
を
引
き
、
そ
の
上
に
五
種
香
を
置
く
。
線
香
の
場
合
は

三
本
立
て
る
。

　

般
若
心
経
は
、
真
言
宗
に
と
っ
て
大
切
な
お
経
で
す
か
ら
在
家
信
者
の
勤
行
の

中
心
と
な
り
ま
す
。

　

勤
行
を
全
て
行
う
余
裕
の
無
い
場
合
は
、
開
経
偈
、
般
若
心
経
、
光
明
真
言
、

大
師
宝
号
、
回
向
を
行
い
ま
す
。

　
　
護
摩
祈
願
と
は

　

一
つ
に
は
本
尊
さ
ま
に
報
恩
感
謝
の
た
め
、

　

二
つ
に
は
各
家
先
祖
諸
霊
供
養
の
た
め
、

　

三
つ
に
は
自
分
の
罪
障
を
消
滅
し
佛
道
を
成
ぜ
ん
が
た
め
、

　

四
つ
に
は
人
々
の
苦
悩
を
滅
し
平
和
の
日
々
招
来
の
た
め
、

　

五
つ
に
は
一
切
法
界
に
利
益
を
廻
向
せ
ん
が
た
め
。

　

正
観
寺
で
は
、
凡
そ
毎
月
十
八
日
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
、
護
摩
祈
願
を
し
て

い
ま
す
。
昼
食
お
接
待
お
受
け
く
だ
さ
い
。
ど
な
た
さ
ま
も
、
い
つ
か
ら
で
も
お

参
り
く
だ
さ
い
。（
宗
旨
・
宗
派
不
問
）
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Ｈ
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３
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Ｈ
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２
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３
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８
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「
本
堂
　
納
骨
堂
」
に
つ
い
て

　

新
た
に
、
本
堂
裏
に
納
骨
堂
の
確
保
を
し
ま
し
た
。

・
宗
派
不
問

・
年
間
管
理
料
不
要

・
生
前
予
約
可

・ 

本
堂
の
内
陣
裏
に
あ
り
、
ご
本
尊
さ
ま
が
近

く
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

・ 

個
別
ロ
ッ
カ
ー
式
、
広
い
ス
ペ
ー
ス
確
保

・
更
新
可

・
お
骨
の
数
に
制
限
無
し

・
永
代
供
養
有

・
納
骨
法
要
を
執
り
行
い
ご
供
養
い
た
し
ま
す

　
一
粒
の
お
米
に
も
尊
い
生
命

　

現
代
の
生
活
を
考
え
る
時
、
そ
れ
は
余
り
に
も
恵
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
消
費
は

美
徳
と
い
う
考
え
方
は
、
家
庭
に
も
問
題
を
も
た
ら
し
、
人
間
の
「
心
」
そ
の
も

の
が
乱
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
世
界
の
国
々
で
は
満
足
に
食
事
が
出
来
ず
飢
え
に

苦
し
ん
で
い
る
人
達
が
数
多
く
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
た
と
え
一
粒

の
お
米
で
も
無
駄
に
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

子
供
の
頃
、
こ
ぼ
し
た
御
飯
の
一
粒
で
も
粗
末
に
す
る
と
目
が
潰
れ
る
ぞ
よ
、

と
父
母
に
注
意
さ
れ
ま
し
た
。
お
米
は
菩
薩
様
と
い
わ
れ
人
の
尊
い
命
を
持
続
し

て
行
く
大
切
な
食
物
で
あ
り
ま
す
。
曹
洞
宗
宗
祖
道
元
禅
師
は
粥
と
い
い
飯
と

い
っ
て
は
い
け
な
い
、
必
ず
「
御
粥
」「
御
飯
」
と
御
の
字
を
つ
け
て
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
お
示
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
常
茶
飯
事
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
食
事
は
毎
日
毎
日
の
く
り
返
し
で
す
か
ら
、

つ
い
面
倒
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
食
事
は
家
族
の
健
康
を
作
り
、
家
族
の
団
ら
ん

の
中
心
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
い
い
加
減
な
気
持
ち
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
の
で

す
。
食
欲
が
満
た
さ
れ
た
だ
け
が
食
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
食
べ
も
の
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
で
正
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
、
心
の
こ
も
っ
た
食
事
を
家
族
が

共
に
し
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

　
小
さ
な
棘

　

つ
ま
先
に
小
さ
な
棘
が
刺
さ
っ
た
だ
け

で
人
は
痛
み
を
覚
え
、
し
ば
し
そ
の
痛
み
に

う
ず
く
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
悪
口
も
心
に
刺
さ
る
棘

と
な
り
、
痛
み
に
う
ず
く
人
の
心
を　

刺
し

た
人
は
知
ら
な
い
。
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正
観
寺

　手
づ
く
り
市

　三
月
十
一
日
（
日
）（
十
時
〜
十
五
時
）

◎
当
日
、
全
て
手
づ
く
り
（
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
品
）
が
多
々
並
び
ま
す
! !

　是
非
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　火
渡
り
を
し
、
福
餅
を
拾
い
、
ご
利
益
を
授
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
お
昼
は
お
接
待
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）

「
観
音
大
祭
」
の
ご
案
内

観音大祭　手づくり市
（H29. 3. 12）



《
月
例
行
事
予
定
表
》

一
、
御
本
尊
「
聖
観
世
音
菩
薩
」
ご
縁
日

　  

［
諸
供
養
・
諸
祈
願
（
護
摩
祈
祷
）・
昼
食
お
接
待
有
］

　
　
◎
毎
月
　
十
八
日
　
午
前
十
時
半
～

　
　
　
　
　
　
十
八
日
が
日
曜
・
祭
日
の
場
合

　
　
お
大
師
さ
ん
「
弘
法
大
師
」
ご
縁
日

　
　
　
　
　
二
十
一
日
　
午
前
十
時
半
～

　
　
　
　
　
※
（
二
月
・
三
月
・
八
月
）
除
く

二
、
般
若
心
経
　
写
経
教
室
　
　
　
月
一
回
程
度

　
　
　
　 

第
二
木
曜
　
午
前
十
時
半
～
十
二
時

三
、
高
野
山
金
剛
流
御
詠
歌
教
室
　
月
二
回
程
度

　
　
　
　 

平
日
昼
間
　
午
後
十
三
時
～
十
五
時

　

一
、
七
月
一
日（
日
）～
二
日（
月
）一
泊
二
日

　
　
　

 

『
石
鎚
山
参
拝
』 

費
用 

三
四
、〇
〇
〇
円
予
定

　

二
、
九
月
三
十
日（
日
）～
十
月
一
日（
月
）一
泊
二
日

　
　
　

 

『
京
都
参
拝
』　 

費
用 

四
〇
、〇
〇
〇
円
予
定

　

〒
七
三
五
―
〇
〇
二
九

　

広
島
県
安
芸
郡
府
中
町
茂
陰
二
丁
目
二
―
八
―
四

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
八
二
―
二
八
二
―
五
六
六
二

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
二
―
二
八
五
―
五
五
三
〇

　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

 

広
島　

正
観
寺   

　

●
新
大
州
橋
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
広
島
府
中（
旧
ソ
レ
イ
ユ
）近
く

　

○
Ｊ
Ｒ
天
神
川
駅
下
車
徒
歩
七
分

　

○
バ
ス
停「
新
大
州
橋
」「
府
中
大
橋
」下
車
徒
歩
三
分

　
　
　
　
　
　
　
　

（
駐
車
場
有
り
）
正
　
観
　
寺

《
随
時
受
付
中
（
宗
派
不
問
）
》

　
　
　
詳
細
は
お
寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
内
地
墓
地
・
本
堂
納
骨
堂
・
永
代
供
養
塔

　
水
子
納
骨
堂
・
水
子
地
蔵
尊

　
正
観
寺
会
館
（
葬
儀
会
場
）
／
（
仏
前
結
婚
式
会
場
）

　
先
祖
供
養
・
水
子
供
養
・
永
代
供
養

　
護
摩
祈
祷
・
厄
除
け
・
諸
祈
願
・
仏
事
全
般
等
々

　
随
時
本
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
お
砂
踏
み
可

検
索
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平
成
三
十
年
度

　
　年
間
行
事
予
定
表

一
〜
三

十
八三十

一
中
旬

十
八

十
八

十
八

十
八

一
〜
二

十
八

上
旬

十
五

十
九

中
旬

十
八

三
十一

一
〜
三
十
一

十
八

一
〜
三
十

二
十
一

十
八

三
十
一

修
正
会
（
初
護
摩
祈
祷
）

初
観
音
ご
縁
日

星
祭
り
（
星
供
養
節
分
会

　北
斗
護
摩
祈
祷
）

観
音
大
祭
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）

春
季
彼
岸
お
参
り

春
季
彼
岸
会
・
永
代
合
同
供
養
祭

観
音
ご
縁
日

観
音
ご
縁
日

観
音
ご
縁
日
・ 大

柴
燈
護
摩
火
渡
り
・
福
餅
ま
き

ご
本
尊
供
・
土
砂
加
持
・
手
づ
く
り
市

青
葉
祭
り

（
弘
法
大
師
降
誕
会
）

秋
季
彼
岸
会

永
代
合
同
供
養
祭

霊
峰
石
鎚
山
参
拝

観
音
ご
縁
日

盆
お
参
り

盂
蘭
盆
会
・
永
代
合
同
供
養
祭

地
蔵
祭
り
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　）

秋
季
彼
岸
お
参
り

観
音
ご
縁
日
・

  

京
都
三
弘
法
参
り

  

真
言
宗
十
八
本
山
巡
札

七
五
三
祝
祷

観
音
ご
縁
日

七
五
三
祝
祷

弘
法
大
師
ご
縁
日

納
観
音
ご
縁
日

年
越
祭
（
除
夜
の
鐘
）

う

　ら
ぼ
ん
え

き
ゅ
う
り
加
持
祈
祷
・
護
摩
祈
祷

施
餓
鬼
供
養
・
演
奏
会

一二三四五六

七八九十十
一

十
二

⎩⎨⎧


